
—用途ラベル：対象判定—

リピートや継続依頼が少ない状態

悪い評価はない。なのに、一度きりで終わる。

一度きりで関係が終わってしまう

満足はされている感覚はあるが次がない

次につながる実感が持てない

信頼が残っていない感覚

選ばれ続けない状態



—用途ラベル：原因理解—

信頼を実績で作ろうとしている

「能力」だけで選ばれる限界

– 成果やスキルに依存した評価軸

– 日常のやり取りが未設計

– 関係が単発で完結している

– 安心の積み上げが不足

– 接触ごとの意図が不在

– 信頼の育成プロセスが未構築



—用途ラベル：誤解破壊—

その常識を、一度壊す

信頼は「結果」ではなく「過程」で決まる

× 実績があれば継続されるという前提

× スキルが高ければ選ばれるという認識

× 一回の満足で十分という考え

× 多く話せば信頼されるという期待

実際は接し方で差が出る。量より「温度」が影響する。



—用途ラベル：設計核心—

設計核心

「正解」より「話しやすさ」を優先する

– 最初に安心できる空気を作る

– 問いは答えやすい順で設計する

– 思考が動く入口から聞く

– 相手の状態に応じて柔軟に調整

– 言葉だけでなく「温度」を見る

– 一貫した関わり方を保つ



—用途ラベル：変化把握—

変化の実感

「任せても大丈夫」という確信へ

– 相手が安心して話せる状態になる

– 本音が出やすくなり、深いニーズが掴める

– 思考が整理され、相手自身が話し始める

– 関係が自然に継続し、摩擦が減る

– リピートと紹介が、必然的に発生する



—用途ラベル：即行動—

最小アクション

次回のやり取りから変えること

1. 最初に急がせない一文を入れる

2. 質問は軽いものから始める

3. 相手の言葉を一度要約する

4. 違和感をそのまま拾い、深掘りする

– 返信の温度を相手に合わせる

– 急がず一呼吸置いてから反応する

– 一回のやり取りに明確な「意図」を持つ



—用途ラベル：資料位置—

資料の位置づけ

—継続選択される土台を築く—

– 信頼構築の確かな基準表

– 関係継続のための設計図

– 単発終了を防ぐための指針

– やり取り改善のセルフチェック

– 温度管理の確認用シート

– 迷いが生じた際の戻り先



—用途ラベル：次選択—

次の行動選択

安心を積み上げる、新しい関係へ

– 日常のやり取りを根本から見直す選択

– 信頼を「設計」し、継続前提で組み直す

– 相手の安心を最優先に積み上げる

– 今までの実績だけで勝負し続ける選択

– 関わり方を変えずに、現状を維持する選択

必要な人だけ、進めばいい。


